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【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

楽
し
み
７
分
、
活
動
３
分

を
い
つ
も
心
に
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う

（１） ２０２５年４月１５日(火曜日) 年金者しんぶん大阪 第４２４号

２
月
末
に
発
生
し

た
岩
手
県
大
船
渡

市
の
山
林
火
災
は
、

１
週
間
後
の
ま
と

ま
っ
た
雨
で
下
火
に
な
り

ま
し
た
。
約
２
９
０
０
ｈ

ａ
と
80
棟
の
建
物
が
焼
失

し
、
４
０
０
０
人
超
が
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
大
国
日
本
の
避

難
所
は
「
難
民
キ
ャ
ン
プ

よ
り
劣
悪
」
と
批
判
さ
れ
、

政
府
は
１
月
に
避
難
所
運

営
に
関
す
る
自
治
体
向
け

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定

し
ま
し
た
。
国
際
基
準
の

「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
の
採

用
で
、
女
性
ト
イ
レ
は
男

性
ト
イ
レ
の
３
倍
必
要
、

20
人
に
一
つ
の
割
合
で
男

女
別
に
設
置
、
一
人
当
た

り
の
ス
ペ
ー
ス
は
最
低
３
・

５
㎡
、
世
帯
ご
と
に
十
分

に
覆
い
の
あ
る
生
活
空
間

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
政
府
は
ト
イ
レ
カ
ー
・

入
浴
設
備
・
簡
易
ベ
ッ
ド

な
ど
の
備
蓄
費
用
を
補
助

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
軍

事
費
は
急
増
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
基
準
を
生
か
す

運
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ⅰ
）

試金石

仲
間
づ
く
り
特
集
１
～
４
面

ロ
シ
ア
は
侵
略
戦
争
を
や
め
よ

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
や
め
よ

国
は
物
価
を
超
え
る
年
金
に
引
き
上
げ
よ

大
阪
府
・
大
阪
市
は
万
博
・
カ
ジ
ノ
を
中
止
せ
よ

２
０
２
５
年
組
織
集
会
が
３
月
11
日
、

大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
執
行
委
員
と
54

支
部
か
ら
計
１
２
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
集
会
で
は
、
春
の
仲
間
増
や
し

月
間
で
２
０
０
人
を
達
成
す
る
こ
と
、

組
合
員
が
長
期
減
少
傾
向
に
あ
る
の
を

く
い
止
め
1
万
人
組
織
建
設
へ
向
け
て

「
第
１
期
４
か
年
計
画
（
案
）
」
の
議

論
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
織
部
委
員
長
よ
り
、

現
通
常
国
会
で
の
「
高
額
療
養
費
限
度

額
」
の
引
き
上
げ
が
凍
結
さ
れ
る
と
と

も
に
、
年
金
制
度
改
正
法
案
も
提
出
さ

れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
流
動
的
な

情
勢
の
も
と
「
高
齢
者
の
要
求
を
実
現

し
て
い
く
」
年
金
者
組
合
運
動
の
重
要

性
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

是
枝
副
委
員
長
か
ら
は
、
「
組
織
集

会
基
調
報
告
」
と
「
第
１
期
４
か
年
計

画
（
案
）
」
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
１
期
４
か
年
計
画
（
案
）
」
で
は
、

２
０
１
７
年
の
１
万
人
を
超
え
る
府
本

部
組
織
の
最
高
現
勢
を
回
復
す
る
た
め

に
、
ま
ず
は
８
６
０
０
人
を
、
２
０
２

９
年
６
月
ま
で
に
達
成
す
る
計
画
で
す
。

（
つ
づ
き
は
３
面
へ
）

２０２５年組織集会 ３月１１日 於：府立社会福祉会館
組
織
集
会
に
１
２
６
人
参
加

１
万
人

組
織
建
設
へ

春
の
仲
間
増
や
し
月
間

２
０
０
人
必
ず
達
成
し
よ
う
！

１
万
人
組
織
建
設
に
む
け
て
第
一
期
４

カ
年
計
画
（
案
）
が
提
案
さ
れ
る

写真は、全て組織集会の全
体会の会場の様子です



弥
生（
３
月
）11
日（
火
）大
阪
府

本
部
主
催
で
２
０
２
５
年
組
織
集

会
が
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。午
前
10
時
か

ら
集
会
が
有
り
、開
会
挨
拶
、府
本

部
報
告
、
基
調
報
告
、
支
部
活
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。12
時
～
13

時
ま
で
の
昼
休
憩
の
後
、
各
支
部

が
規
模
別（
大
規
模
・
中
小
・
小
）に

第
１
～
６
の
分
散
会
に
分
か
れ
討

論
会
を
開
き
ま
し
た
。

●
10
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン

で
の
組
合
員
の
拡
大
計
画
、

こ
れ
に
呼
応
し
支
部
と
し
て

も
知
恵
を
し
ぼ
り
た
い
。
支

部
の
高
齢
化
は
、
悩
み
の
タ

ネ
で
す
。

Ｉ
・
Ｎ

●
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
組
織
建

設
す
る
し
か
な
い
。
一
気
に

激
増
す
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｋ
・М

●
「
執
行
部
の
役
員
が
行
動

し
て
汗
を
か
こ
う

」
と
の

発
言
が
あ
っ
た
。
仲
間
ふ
や

し
、
署
名
集
め
な
ど
い
い
汗

を
か
き
た
い
。

Ｓ
・М

●
各
支
部
の
取
り
組
み
方
を

聞
い
て
出
来
る
と
こ
ろ
は
取

り
入
れ
た
い
。
仲
間
増
や
し

は
、
先
ず
声
掛
け
か
ら
。

Ｎ
・
Ｒ

●
次
世
代
に
申
し
送
り
す
る

の
が
課
題
。

Ｈ
・
Ｈ

●
仲
間
増
や
し
も
大
事
だ
が
、

年
金
者
組
合
の
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。

Ｎ
・М

●
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
の
悩
み
、

楽
し
さ
も
共
有
出
来
て
仲
間

と
共
に
学
ん
だ
事
は
、
こ
れ

か
ら
の
支
部
活
動
に
活
か
し

た
い
。

Ｋ
・
Ｈ

●
「
仲
間
増
や
し
」
の
対
象

者
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
。

役
員
だ
け
の
繋
が
り
対
象
者

で
は
限
界
が
あ
る
。

О

・
Ｊ

●
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
苦
労

し
な
が
ら
組
織
拡
大
し
て
い

る
の
を
感
じ
た
。
そ
の
中
で

も
気
楽
に
楽
し
み
な
が
ら
活

動
す
る
こ
と
が
大
切
と
思
う

Ｙ
・
Ｋ

●
増
や
す
と
同
時
に
「
や
め

な
い
組
織
」
が
心
に
残
る
。

組
合
活
動
を
組
合
員
に
知
ら

せ
る
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

た
。

Ｋ
・
Ｅ

２０２５年４月１５日(火曜日) 年金者しんぶん大阪 第４２４号 (２)

Ｑ
・
現
在
68
歳
で
老
齢
厚
生

年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
が
、

厚
生
年
金
に
再
び
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

受
給
し
て
い
る
年
金
は
減
額

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

Ａ
・
厚
生
年
金
に

加
入
し
な
が
ら
老

齢
厚
生
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、

給
料
一
カ
月
分
と

年
金
（
老
齢
基
礎

年
金
額
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
）
一
カ
月

分
の
合
計
が
50
万

円
を
超
え
た
場
合

は
そ
の
超
え
た
額

の
２
分
の
１
の
額

が
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。
こ

れ
を
在
職
老
齢
年

金
制
度
と
い
い
ま

す
。
な
お
、
厚
生
年
金
の
加

入
は
70
歳
に
な
る
ま
で
で
す

が
、
70
歳
以
降
も
厚
生
年
金

が
適
用
さ
れ
て
い
る
事
業
所

で
働
い
て
い
る
場
合
は
、
こ

の
在
職
老
齢
年
金
制
度
に
よ

る
年
金
減
額
が
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
在
職
老
齢
年
金
制
度

に
よ
り
減
額
さ
れ
て
い
る
人

は
約
50
万
人
で
す
。
厚
労
省

は
「
高
齢
者
の
就
業
意
欲
を

削
ぎ
、
さ
ら
な
る
労
働
参
加

を
妨
げ
て
い
る
例
も
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
」
今
、

国
会
に
提
出
予
定
の
年
金
改

革
法
案
で
制
度
の
見

直
し
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
に

は
、
①
制
度
そ
の
も

の
を
な
く
す
。
②
減

額
の
基
準
額
を
50
万

円
か
ら
引
き
上
げ
る

（
62
万
円
、
71
万
円

が
検
討
さ
れ
て
い
る
）
。

制
度
そ
の
も
の
を

な
く
せ
ば
１
年
間
で

約
４
、
５
０
０
億
円

の
財
源
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ド
イ
ツ

や
フ
ラ
ン
ス
で
は
満

額
受
給
年
齢
到
達
ま

で
は
一
定
の
減
額
は

あ
り
ま
す
が
、
先
進
国
の
年

金
制
度
に
は
こ
の
よ
う
な
制

度
は
基
本
的
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。

府
本
部
年
金
相
談
室

今68歳で年金を受給中、再度厚生
年金に加入すると現在受給年金
は減額されるのか

時：2025年3月11日(火)場所：社会福祉会館 集会：３階 10：00～１２：00
分散会：13：00～15：30 (第１、２、３、５)４階 (第４、６)５階

主な討論テーマ 春の月間の進め方・１万人組織建設計画・第１期４カ年計画案

の意見交換。支部活動の今ある悩みや今後の展望を話し合う

真剣な表情で話しに聞き入る各支部参加者

開会の挨拶をする織部巌執行委員長

各支部共通の悩みは「仲間ふやし」と高齢化

参
加
者
一
言
感
想

第
96
回
メ
ー
デ
ー

５
月
１
日
（
木
）
扇
町
公
園

開
会
９
時
30
分

デ
モ
出
発
10
時
40
分

か
が
や
け
憲
法
！

５
・
３
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会

５
月
３
日
（
土
）

扇
町
公
園

13
時
40
分
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
和
太
鼓

14
時
開
会

ス
ピ
ー
チ
中
村
桂
子
さ
ん
（
長
崎
大
学
准
教
授
）

市
民
パ
レ
ー
ド



大
阪
市
は
２
０
２
５
年
度

当
初
予
算
案
に
、
補
聴
器
助

成
費
を
「
聞
こ
え
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
費
」
と
し
て
計
上
し

ま
し
た
。
補
助
内
容
は
、
助

成
の
上
限
が
２
万
５
０
０
０

円
、
65
歳
以
上
が
対
象
で
収

入
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

年
の
4
月
実
施
の
計
画
で
す
。

年
金
者
組
合
大
阪
市
内
協
で

は
「
加
齢
性
難
聴
を
放
置
す

る
と
社
会
的
孤
立
に
陥
る
確

率
や
認
知
症
の
発
生
率
を
上

げ
、
社
会
的
損
失
が
大
き
く

な
る
」
と
毎
年
要
望
す
る
中
、

「
国
が
補
助
制
度
を
創
設
す

べ
き
で
国
に
要
望
し
て

い
る
」
と
く
り
返
し
て

い
た
当
局
を
大
き
く
動

か
し
ま
し
た
。

大
阪
市
内
支
部
協
議

会
の
伊
藤
一
正
事
務
局

長
（
府
本
部
副
委
員
長
）

は
「
介
護
予
防
を
す
る

人
と
い
う
条
件
付
き
で
す
が

第
一
歩
前
進
で
す
。
何
年
も

市
・
市
議
会
へ
の
要
望
・
陳

情
を
繰
り
返
し
た
結
果
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

府
本
部
の
問
い
合
わ
せ
に
、

担
当
部
局
の
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
の
担
当
者
は
「
昨
年
、

介
護
保
険
料
が
全
国
一
に
な
っ

た
。
そ
の
対
策
と
し
て
令
和

７
年
度
か
ら
３
年
間
介
護
予

防
の
事
業
を
重
点
的
に
実
施

す
る
。
補
聴
器
補
助
は
そ
の

中
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
計
上

し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
政

令
指
定
都
市
20
市
で
５
番
目
。

大
阪
で
残
る
は
堺
市
の
み
で

す
。

社
会
保
障
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

林

洋
司

（３） ２０２５年４月１５日（火曜日） 年金者しんぶん大阪 第４２４号

３
月
５
日
エ
デ
ィ
オ
ン

ア
リ
ー
ナ
大
阪
を
男
子
18

チ
ー
ム
女
子
９
チ
ー
ム
参

加
人
数
１
４
２
人
に
よ
っ

て
開
催
。
永
井
実
行
委
員

長
の
開
会
挨
拶
、
大
内
副

実
行
委
員
長
の
ル
ー
ル
説

明
の
後
、
予
選
は
男
子
女

子
其
々
の
ゾ
ー
ン
で
の
リ
ー

グ
戦
。
予
選
を
勝
ち
進
ん

だ
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
抽
選
を
し
て
順

位
を
決
定
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
は
男
子

「
大
正
卓
球
」
、
女
子

「
吹
田
卓
球
し
よ
う
会
」
、

準
優
勝
は
、
男
子
「
や
お

愛
球
会
」
、
女
子
「
フ
ァ

イ
ト
（
高
槻
）
」
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
盾
、
準
優

勝
盾
賞
状
、
賞
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
全

員
に
開
催
10
周
年
の
記
念

品
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ピ
ン
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

出
場
者
全
員
事
故
な
く

終
え
ら
れ
、
１
年
後
の
再

会
を
胸
に
、
会
場
を
後
に

し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ま
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
府
本
部
役
員
の
皆

さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
行
楽
部

石
野

博
良

（
１
面
の
つ
づ
き
）
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
①

「
仲
間
増
や
し
経
験
集
）
」

を
活
用
し
て
各
支
部
の
拡

大
力
を
ア
ッ
プ
す
る
②

「
楽
し
み
７
分
」
を
さ
ら

に
大
き
く
広
げ
地
域
で
見

え
る
化
を
進
め
話
題
と
な

る
活
動
を
推
進
す
る
等
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

堺
東
支
部
で
は
、
秋
の

仲
間
増
や
し
月
間
で
の
拡

大
の
前
進
を
う
け
て
「
１

０
０
人
の
支
部
を
達
成
し

よ
う
」
と
「
気
軽
に
声
か

け
、
み
ん
な
の
声
で
楽
し

い
活
動
」
で
大
奮
闘
し
て

い
る
。
鶴
見
支
部
で
は
支

部
総
会
議
案
で
「
周
り
の

高
齢
者
、
そ
の
他
の
人
達

に
も
声
を
か
け
、
要
求
や

悩
み
を
聞
こ
う
。
そ
し
て
、

活
動
に
誘
お
う
。
特
に
独

り
ぼ
っ
ち
の
人
を
無
く
す

よ
う
に
し
よ
う
。
そ
し
て

組
合
員
に
な
っ
て
も
ら
お

う
」
と
提
起
し
頑
張
っ
て

い
る
。
北
支
部
で
は
、
組

合
員
の
交
流
を
大
事
に
し

て
「
望
年
会
、
城
北
公
園

菖
蒲
園
の
花
見
、
京
都
大

文
字
送
り
火
の
宿
泊
鑑
賞
」

な
ど
で
の
交
流
で
加
入
者

を
迎
え
て
い
る
。
各
団
体

と
の
協
力
で
の
加
入
も
重

視
し
て
い
る
。
高
石
支
部

は
、
思
っ
て
い
る
以
上
に

年
金
者
組
合
の
存
在
が
知

ら
れ
て
い
な
い
の
で
「
年

金
支
給
日
統
一
行
動
、
増

税
反
対
統
一
行
動
」
で
市

民
に
訴
え
て
い
る
。
特
に

「
組
合
加
入
に
は
年
齢
制

限
が
な
い
」
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
枚
方
支
部
で

は
、
仲
間
増
や
し
の
合
言

葉
を
決
め
て
い
る
。
「
増

や
し
続
け
て
減
ら
さ
な
い
」

「
献
身
性
、
労
を
惜
し
ま

ず
」
「
人
生
を
伴
走
す
る

覚
悟
」
だ
。
絶
え
ず
担
い

手
を
探
し
組
織
を
活
性
化

し
つ
つ
、
文
化
行
楽
の
取

り
組
み
を
重
視
し
て
い
る
。

（
松
原
支
部
は
４
面
に
）

組
織
部

是
枝

一
成

大
阪
市
が

補
聴
器
補

助
を
２
０
２
５
年
度
予

算
案
に
計
上

全体会の様子

全
体
会
で
支
部
か
ら
の

発
言
で
勇
気
１
０
０
倍

第
10
回
記
念
卓
球
大
会

成
功
裏
に
終
了

写
真
上
・
試
合
順
の
く
じ
引
き
、

写
真
中
・
開
会
の
整
列
の
様
子
、

写
真
下
・
真
剣
な
試
合
を
繰
り

広
げ
る
選
手
の
皆
さ
ん

カット：金森丸人さん

４
／
17
最
高
裁
要
請
行
動



昨
秋
の
月
間
の
取
り
組
み
を

中
心
に
発
言
し
ま
す
。

秋
の
月
間
の
取
り
組
み
は

10
／
４

第
１
回
拡
大
推
進
委

員
会
委
員
６
人
と
是
枝
府
組
織

部
長
に
参
加
い
た
だ
き
，
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
２
０
０
人
の
大
台
回

復
を
！
」
と
し
て
、
松
原
の
強

み
で
あ
る
楽
し
い
行
楽
行
事
と

14
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
生
か
そ

う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
11

／
１

第
２
回
拡
大
推
進
委
員

会
（
委
員
６
人
参
加
）
。

①
役
員
だ
け
の
運
動
に
せ
ず
、

組
合
員
に
依
拠
す
る
。
②
組
合

に
入
っ
て
得
す
る
こ
と
（
楽
し

い
行
事
・
サ
ー
ク
ル
、
交
通
災

害
や
火
災
共
済
）
で
誘
う
。
③

常
に
拡
大
２
点
セ
ッ
ト
（
機
関

紙
し
ゅ
ら
、
申
込
書
）
を
持
ち

歩
き
、
気
軽
に
声
掛
け
す
る
。

④
役
員
の
若
返
り
（
役
員
13
人

全
員
が
70
歳
以
上
で
、
５
人
が

80
歳
代
）
。
11
／
10

支
部
の

年
金
学
習
会
の
お
誘
い
の
中
で
、

松
原
市
の
60
歳
代
の
元
保
育
士

さ
ん
を
拡
大
（
１
人
目
）
。

11
／
15

年
金
宣
伝
の
中
で
、

友
人
（
70
歳
代
）
が
宣
伝
に
立

ち
止
ま
り
終
了
後
に
、
「
年
金

頑
張
っ
て
る
ね
。
い
つ
年
金
に

誘
っ
て
く
れ
る
の
か
と
思
っ
て

た
よ
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
場
で

入
会
（
２
人
目
）
。
11
／
21

年
金
宣
伝
を
し
た
日
夕
方
、

「
し
ゅ
ら
（
支
部
機
関
紙
）
を

見
た
。
年
金
者
組
合
は
い
ろ
ん

な
こ
と
を
し
て
る
ね
。
も
っ
と

知
り
た
い
」
と
電
話
が
入
り
、

喫
茶
店
で
話
し
た
。
「
自
転
車

で
こ
け
て
脊
髄
を
損
傷
し
歩
行

が
少
し
し
ん
ど
い
状
態
。
し
か

し
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
し

た
い
。
人
と
交
わ
る
の
も
大
切

と
思
う
の
で
入
り
た
い
」
66
歳

男
性
。
（
３
人
目
）
。
11
／

27

年
金
に
入
っ
て
い
な
い

人
で
、
今
後
入
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
毎
月
し
ゅ
ら
を
配
っ

て
い
た
人
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、

銘
酒
の
会
、
映
画
を
観
る
会
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
面
白
そ
う

と
入
会
。
70
歳
代
女
性
。

（
４
人
目
）
。
11
／
28

松

原
支
部
発
足
時
か
ら
役
員
を

し
て
お
ら
れ
た
方
の
娘
さ
ん

宅
を
訪
問
し
、
訴
え
た
と
こ
ろ
、

親
が
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
て
、

台
風
時
に
２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
が

壊
れ
、
保
険
で
修
理
で
き
大
変

助
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
必
要

と
思
う
の
で
保
険
に
引
き
続
き

入
り
た
い
し
、
映
画
も
好
き
な

の
で
と
入
会
。
60
歳
代
。
（
５

人
目
）
。
12
／
１
～
２

一
泊

バ
ス
旅
行
で
、
２
人
の
方
が
非

組
合
員
だ
っ
た
の
で
入
会
を
訴

え
た
と
こ
ろ
、
一
人
は
「
ま
だ

現
役
で
働
い
て
お
り
、
来
年
４

月
か
ら
年
金
生
活
に
な
る
の
で

そ
れ
ま
で
に
考
え
て
お
き
ま
す
」

と
の
こ
と
。
あ
と
一
人
は
「
友

人
に
誘
わ
れ
て
た
ま
た
ま
日
程

が
合
っ
た
の
で
参
加
し
た
。
週

２
回
バ
イ
ト
し
て
る
し
色
々
忙

し
い
の
で
。
そ
の
人
を
誘
っ
て

く
れ
た
組
合
員
さ
ん
か
ら
後
日
、

来
年
３
月
に
は
入
会
す
る
と
言
っ

て
く
れ
た
と
う
れ
し
い
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く

全
２
回
）

(５） ２０２５年４月１５日(火曜日） 年金者しんぶん大阪 第４２４号 (４）

年金積立金管理運用独立行政法人

（ＧＰＩＦ)が 運用している年金積立金

は約２６０兆円です。国内外の株式に１

３０兆円、債権に１３０兆円を運用して

います。 厚労省はＧＰＩＦに運用を委

託した時に「年金積立金の原資となる保

険料は投資を目的として徴収されたもの

でなく、老後の給付に充てるために一時

的に国が預かったもの」としています。

ところが、株式投資は運用額の１／４を

限度としていたところ、第二次安倍政権

で運用額の半分を株式に投資するように

なりました。 株式は大暴落もあります。

また、日本やアメリカの軍需企業の株式

にも多額の投資をしています。

日本の年金制度は世界の多くの国と同

様に、その年の年金給付はその年の保険

料収入や国庫負担などで賄う「賦課方式」

をとっています。最近の年金財政の単年

度収支状況は「黒

字」となっていて、

積立金は使われる

ことなく貯まる一

方です。

世界の多くの国

では積立金は年金支給額の６ヶ月未満で

す。日本は年金給付額の約５年分で世界

から見れば異常な金額です。年金者組合

は、積立金を計画的に取り崩して保険料

負担の軽減と年金給付の充実に活用する

よう要求しています。

賃金が上がらず物価高で厳しい生活を

強いられている現役の皆さんの年金保険

料を引き下げることができます。国民の

財産である年金積立金で得た収益です。

今すぐ国民に還元すべきです。

府本部年金問題対策部 マンガ：堺北支部 金森丸人さん

５.年金積立金の株式運用をやめ、年金保険
料の軽減や年金給付の充実をはかること

（国への重要な５つの要求－その５）

食品高騰が止まらない
2025年１月の全国消費者物価
前年同月比の上昇率

総合 4.0％
生鮮食品を除く総合 3.2％
食料 7.8％
生鮮食品を除く食品 5.1％
生鮮食品 21.9％

米類 70.9％
生鮮野菜 36.0％
生鮮果物 22.7％

電気代 18.0％
都市ガス代 9.6％
ガソリン 3.9％
＊総務省
「消費者物価指数」より

食
品
な
ど
の
物
価
高
騰
が

止
ま
り
ま
せ
ん
。
実
質
賃
金

減
が
続
く
な
か
、
家
計
に
占

め
る
食
費
の
割
合
を
示
す
エ

ン
ゲ
ル
係
数
が
42
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

24
年
の
実
質
賃
金
は
０
・

３
％
減
で
、
３
年
連
続
で
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
（
毎

月
勤
労
統
計
調
査
）
。
賃
金

の
伸
び
が
物
価
上
昇
に
追
い

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

食
料
品
の
高
騰
が
止
ま
ら

ず
、
家
計
を
圧
迫
し
、
消
費

を
押
し
下
げ
て
い
ま
す
。
24

年
の
２
人
以
上
世
帯
の
消
費

支
出
は
物
価
変
動
の
影
響
を

除
い
た
実
質
で
前
年
比
１
・

１
％
減
（
総
務
省
「
家
計
調

査
」
）
。
食
料
の
支
出
は
実

質
０
・
３
％
減
で
、
生
鮮
野

菜
（
４
・
９
％
減
）
、
生
鮮

果
物
（
７
・
２
％
減
）
、
乾

物
・
海
藻
（
６
％
減
）
、
牛

乳
（
３
・
８
％
減
）
な
ど
が

大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
。
価

格
上
昇
に
よ
る
買
い
控
え
と

見
ら
れ
ま
す
。
価
格
が
高
騰

し
て
も
買
い
控
え
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
米
は
実
質
３
・

８
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
価
は
こ
の
１
年
で
急
上

昇
。
総
務
省
の
「
消
費
者
物

価
指
数
」
に
よ
る
と
米
類
は

25
年
１
月
、
前
年
同
月
比
で

70
・
９
％
上
昇
し
過
去
最
大

を
更
新
し
ま
し
た
。

食
料
品
高
騰
は
家
計
を
直

撃
。
「
家
計
調
査
」
に
よ
る

と
エ
ン
ゲ
ル
係
数
（
２
人
以

上
世
帯
）
は
24
年
平
均
で
28
・

３
％
で
、
１
９
８
２
年
以
来

の
高
水
準
で
す
。

エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
低
所
得

ほ
ど
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

年
収
１
２
５
０
～
１
５
０
０

万
円
層
は
23
・
５
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
２
０
０
～
２
５

０
万
円
層
は
33
・
６
％
に
の

ぼ
り
ま
す
。

実
質
賃
金
連
続
マ
イ
ナ
ス

低
所
得
者
ほ
ど
高
い

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
14
年
目
の

３
月
11
日
を
む
か
え
ま
し
た
。

政
府
は
、
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
２
０
４
０
年
度

の
電
源
構
想
に
占
め
る
原
発

の
割
合
を
「
２
割
程
度
」
、

太
陽
光
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
割
合
を
「
４
～
５
割

程
度
」
に
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化

天
然
ガ
ス
）
や
石
炭
な
ど
の

火
力
発
電
を
「
３
～
４
割
程

度
」
と
温
存
す
る
方
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。

集
会
で
は
、
龍
谷
大
学
教

授
大
島
堅
一
さ
ん
の
講
演
を

受
け
以
下
の
行
動
提
起
を
し

ま
し
た
。

①
新
し
く
始
ま
っ
た
全
国
署

名
を
大
阪
府
下
各
地
域
・
団

体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

②
関
西
電
力
と
大
阪
府
お
よ

び
府
内
の
自
治
体
に
対
し
て

脱
化
石
燃
料
に
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
こ
と
、
原
発
に
頼

ら
ず
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

転
換
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

③
国
会
へ
、
原
発
を
な
く
し
、

脱
化
石
燃
料
に
正
面
か
ら
取

り
組
み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
を
目
指
す
国
会
議

員
を
送
る
た
め
、
草
の
根
運

動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

発

言

組
織
集
会
全
体
会

組
織
集
会
全
体
会
の
様
子

松
原
支
部
事
務
局
長

大
内

康
夫
さ
ん

「
大
阪
い
ち
ょ
う
の
会
」

は
、
万
博
開
催
中
の
事
故
や

自
然
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

危
険
性
と
問
題
点
を
知
ら
せ

続
け
る
こ
と
が
大
切
と
、
万

博
が
強
行
さ
れ
る
直
前
に
、

夢
洲
の
危
険
性
を
さ
ら
に
広

く
訴
え
る
パ
レ
ー
ド
を
開
催
。

参
加
の
約
千
人
の
皆
さ
ん
は
、

ア
ピ
ー
ル
の
グ
ッ
ズ
を
思
い

思
い
に
持
ち
寄
り
ワ
イ
ワ
イ

が
や
が
や
と
元
気
に
難
波
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

「
能
登
の
復
興
、
遅
々
と

し
て
、
い
ま
だ
に
避
難
所
数

百
人
。
万
博
・
カ
ジ
ノ
は
す

ぐ
や
め
て
能
登
へ
の
支
援
に

回
せ
」
「
万
博
強
行
で
大
赤

字
。
つ
け
は
国
民
・
大
阪
府

民
・
市
民
が
払
う
の
か
」

「
毎
日
２
ト
ン
の
メ
タ
ン
ガ

ス
、
殺
人
ヒ
ア
リ
も
１
０
０

０
匹
以
上
。
台
風
・
地
震
も

逃
げ
場
な
し
、
感
染
症
、
熱

中
症
、
食
中
毒
の
危
険
も
あ

る
」
な
ど
、
問
題
が
山
積
。

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し

て
い
た
、
年
金
者
組
合

の
伊
藤
さ
ん
（
東
住
吉
支
部
）

は
「
今
日
は
大
勢
集
ま
っ
て

良
か
っ
た
。
税
金
を
湯
水
の

よ
う
に
使
う
維
新
政
治
は
許

せ
な
い
。
選
挙
で
頑
張
ら
な

く
て
は
」
と
力
強
く
話
し
て

い
ま
し
た
。

３月８日（土）
14：00～16：00
集会後パレード
エル・シアター

なくせ原発！ 再稼働反対！

おおさか集会

３月２３日（日）
13：00集会
13：30パレード出発
うつぼ公園

やめてんかカジノ・

万博 パレード

パレードで市民にアピールの参加者 ミニコンサートの一二三礼さん

【お知らせ】「国への重要な５つの要求」に「女性の低年金問題」是正を追加して、次号に掲載します。したがって、「国への重要な６つの要求」になります。

【
お
知
ら
せ
】
２
０
２
５
年
第
４
回
大
阪
高
齢
者
学
校

日
時
・
４
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
開
会
～
午
後
１
時

会
場
・
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

参
加
費
・
５
０
０
円

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
・
２
０
０
円

講
座
・
「
外
国
人
か
ら
見
た
『
戦
後
80
年
』
」

講
師
・
葵

光
浩
さ
ん

国
際
標
準
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト



国
際
女
性
デ
ー
と
は
、
ア

メ
リ
カ
で
１
９
０
８
年
３
月

８
日
に
「
女
性
に
男
性
と
同

じ
権
利
を
与
え
よ
」
と
参
政

権
を
求
め
て
の
デ
モ
行
進
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
世
界
で
女
性
の
地
位
向
上

の
動
き
が
活
発
に
な
り
１
９

７
５
年
に
よ
う
や
く
「
女
性

の
社
会
参
加
を
呼
び
掛
け
る

た
め
の
記
念
日
」
と
し
て
国

連
で
正
式
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

「
大
阪
集
会
参
加
の
感
想
」

○
毎
年
集
会
に
参
加
し
て
ミ

モ
ザ
の
花
を
貰
っ
て
帰
り
集

会
の
興
奮
の
中
、
頑
張
る
ぞ

と
思
う
私
で
し
た
。
今
回
の

講
演
は
、
辛
淑
玉
さ
ん
の
「

鳥
瞰
図
で
見
る
日
本
社
会
」

で
し
た
。
講
演
の
中
で
他
の

国
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
日

本
社
会
の
今
を
考
え
る
と
い

う
話
。
欧
州
の
高
校
生
が
、

自
分
の
考
え
で
行
動
し
て
い

る
の
に
今
の
日
本
で
は
、
行

動
す
る
こ
と
、
怒
る
こ
と
が

無
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
諦
め
ず
行
動
し
、

少
し
で
も
生
き
や
す
い
社
会

に
な
る
よ
う
に
。

Ｉ
・
Ｉ

○
［
他
国
と
の
比
較
し
な
が

ら
今
の
日
本
を
考
え
る
」
と

の
演
題
で
講
師
は
、
在
日
３

世
の
辛
淑
玉
さ
ん
で
し
た
。

格
調
の
高
い
内
容
で
し
た
が
、

冗
談
を
交
え
て
の
話
し
は
笑

い
も
有
り
、
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
日
本
社
会
は
ま
だ

ま
だ
女
性
軽
視
が
有
り
ま
す
。

封
建
時
代
の
男
尊
女
卑
の
社

会
を
生
き
抜
い
て
き
た
女
性

の
忍
耐
力
、
辛
抱
強
さ
の
底

力
が
、
今
の
社
会
を
支
え
て

き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

有
り
ま
せ
ん
。
市
川
房
枝
さ

ん
の
、
女
性
参
政
権
運
動
は

日
本
に
と
っ
て
大
き
な
進
歩
。

声
を
大
に
し
て
女
性
の
地
位

向
上
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

Ｆ
・
Ｋ

○
年
金
者
組
合
か
ら
送
っ
て

い
た
だ
く
、
初
め
て
の
参
加

で
し
た
。
大
阪
で
は
ド
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
３
６
０
人
が
集

い
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
辛
淑
玉
さ
ん
で
し

た
。
他
の
国
々
を
訪
問
さ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
パ
ワ
ー
・

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
世
界
の

文
化
と
日
本
の
文
化
の
比
較

を
沢
山
さ
れ
、
会
場
に
向
か
っ

て
ク
イ
ズ
を
発
し
て
楽
し
く

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
ド
イ
ツ
は
総
選
挙

で
、
第
２
党
に
な
っ
た
極
右

ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢

(

Ａ
ｆ
Ｄ)

と
市
民
と
の
宣
伝

合
戦
が
紹
介
さ
れ
、
選
挙
は

自
分
達
の
政
治
を
実
現
す
る

も
の
と
の
意
気
込
み
が
火
花

を
散
ら
し
て
展
開
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
日
本
の
民
主

主
義
社
会
の
選
挙
と
は
程
遠

い
規
制
ば
か
り
の
公
選
法
は

ド
イ
ツ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

辛
さ
ん
は
、
最
後
に｢

人

権
を
抑
圧
す
る
者
と
の
闘
い

を
力
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

Ｗ
・
Ｋ

○
大
阪
で
30
周
年
を
迎
え
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
歌
声
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
開
会
挨
拶
の
後

は
辛
淑
玉
さ
ん
の
「
鳥
瞰
図

で
見
る
日
本
社
会
」
の
記
念

講
演
。
在
日
３
世
で
他
文
化

探
検
隊
に
て
著
書
多
数
。
英

語
混
ざ
り
の
早
口
で
高
齢
者

に
は
理
解
し
難
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
病
院
見

学
は
「
ど
う
ぞ
」
と
親
切
に

説
明
し
て
く
れ
る
が
料
金
を

取
る
。
何
で
も
お
金
が
い
る
。

男
女
間
で
も
自
分
の
意
思
が

言
え
る
環
境
を
作
る
。
ハ
キ

ハ
キ
と
し
た
お
話
で
し
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
日
本
、

世
界
の
女
性
の
連
帯
を
強
め

る
こ
と
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
個
人
の
尊
厳
、
憲
法
９
条

を
守
り
平
和
で
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
。

Ｎ
・
Ｋ

○
大
阪
集
会
は
、
「
青
い
空
」

「
折
り
鶴
」
の
歌
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。
細
川
大
阪
労
連

女
性
部
長
の
挨
拶
。
給
与
が

低
い
の
で
年
金
も
低
い
。
最

低
賃
金
を
あ
げ
る
運
動
を
し

て
い
る
。
辛
淑
玉
さ
ん
の
講

演
「
他
の
国
々
と
の
比
較
を

し
な
が
ら
日
本
社
会
の
今
を

考
え
る
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
病
院
で
女
性
へ
の

Ｄ
Ｖ
に
配
慮
し
て
男
性
と
女

性
を
分
け
て
い
る
等
。

Ｕ
・
Ｅ

２０２５年４月１５日(火曜日) 年金者しんぶん大阪 第４２４号 （６）

お
知
ら
せ

第
10
回
女
性
部
委
員
会

4
月
16
日
13
時
30
分
～

グ
リ
ー
ン
会
館
6
階

宣
伝
行
動

午
後
12
時
45
分
～

13
時
15
分

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

２０２５年３月７日（金）開演１８：３０～ 国際女性デー大阪集会
大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）７階

参加者 360人 府本部女性部から５人参加

最後に各団体が壇上で幟を立ててアピール

４
／
30
繁
昌
亭
観
劇
会
（
女
性
部
）

５
／
31
大
阪
母
親
大
会



太
子
河
南
支
部

川
畑

敏
也

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
72

の
特
集
で
礼
文
島
が
映
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
、
も

う
一
度
礼
文
に
行
こ
う
と
昨

年
６
月
下
旬
、
40
数
年
ぶ
り

に
行
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
訪

れ
た
こ
と
で
、
懐
か
し
さ
も

あ
り
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ

た
。

当
時
は
友
達
と
１
ヶ

月
間
か
け
て
道
内
を
旅
し
た

が
、
今
回
は
３
泊
し
道
内
は

２
日
の
旅
で
あ
る
。
一
泊
し

て
２
日
目
は
北
端
の
岬
方
面

へ
電
動
自
転
車
で
向
か
う
。

急
激
な
上
り
坂
、
下
り
坂
も

あ
り
相
当
な
体
力
を
要
し
た
。

岬
に
近
づ
く
に
つ
れ
一
面

濃
霧
に
覆
わ
れ
、
突
風
も
あ
っ

て
視
界
は
ほ
と
ん
ど
な
く
岬

か
ら
の
感
動
の
景
色
と
は
ほ

ど
遠
か
っ
た
。

往
復
８
時
間
を
要
し
足
腰

は
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
ガ
タ
と
な

り
大
き
な
疲
労
を
伴
う
サ
イ

ク
リ
ン
グ
と
な
っ
た
。

夕
食
時
に
ホ
テ
ル
の
女
将

さ
ん
か
ら
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ

よ
う
頑
張
り
ま
し
た
ね
」
と

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
も
ら
っ

た
。
３
日
目
は
あ
の
絶
景
ポ

イ
ン
ト
の
桃
岩
展
望
台
へ
。

山
の
方
へ
上
っ
て
行
く
に

つ
れ
天
候
が
悪
化
し
展
望
台

付
近
は
ま
た
も
濃
霧
に
覆
わ

れ
、
さ
ら
に
飛
ば
さ
れ
そ
う

な
く
ら
い
の
突
風
。
天
気
が

良
け
れ
ば
西
側
の
断
崖
と
青

い
海
の
西
海
岸
、
東
側
は
利

尻
岳
を
背
景
に
お
花
畑
も
満

喫
で
き
る
所
で
あ
る
の
だ
が
。

平
地
ま
で
下
っ
て
く
る
と

風
も
や
み
晴
れ
間
が
広
が
り

ポ
カ
ポ
カ
陽
気
。
東
側
で
雄

大
な
利
尻
岳
が
綺
麗
に
見
え

た
の
は
救
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
齢
で
あ
の
タ
フ
な

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
こ
な
し
、

突
風
の
中
を
縦
走
し
た
こ
と

は
良
き
思
い
出
と
し
て
心
に

残
る
４
日
間
の
旅
で
し
た
。

（７） ２０２５年４月１５日（火曜日） 年金者しんぶん 第４２４号

毎
日
、
自
転
車
が
な
い
と

生
活
で
き
ま
せ
ん
。
買
い
物
、

病
院
通
い
と
自
転
車
は
生
活

の
一
部
で
す
。
年
齢
と
共
に

自
転
車
事
故
が
心
配
で
し
た

が
、
交
通
災
害
共
済
に
加
入

す
る
と
自
転
車
事
故
の
保
障

が
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
加
入
を

し
て
お
き
ま
し
た
。

掛
金
も
６
口
加
入

で
年
間
３
６
０
０

円
、
事
故
が
な
い

の
を
喜
ん
で
、
自
転
車
を
友

と
し
て
の
生
活
で
し
た
。

昨
年
６
月
、
年
金
者
組
合

の
行
事
に
参
加
し
て
い
て
バ

ス
の
中
で
転
倒
し
、
び
っ
く

り
し
て
起
き
上
が
り
ま
し
た

が
、
足
腰
が
痛
み
、
整
形
外

科
で
診
察
を
受
け
て
通
院
を

続
け
ま
し
た
。
自
転
車
の
為

と
思
っ
て
掛
け
た
の
に
、
交

通
災
害
共
済
か
ら
通
院
１
日

に
つ
き
３
０
０
０
円
が
給
付

さ
れ
、
治
療
費
が
助
か
り
ま

し
た
。
思
わ
な
い
所
で
共
済

の
給
付
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
家
計
の
一
部
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
は
も
っ
と
多
く

掛
金
を
増
や
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

茨
木
支
部

三
宅

洋

お
天
気
は
最
高
！

梅
は
残
念
な
が
ら…

「大阪城梅林散策」

平野支部

共済だより

バ
ス
の
中
で
転
倒

交
通
災
害
共
済
の

お
世
話
に

礼
文
島
へ

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

売店の周りの

早咲きの梅が見頃に

長
く
続
い
て
い
る
大

寒
波
が
う
そ
の
よ
う
な

穏
や
か
な
天
気
と
な
っ

た
２
月
21
日
、
支
部
行

事
「
大
阪
城
梅
林
」
に

14
名
が
参
加
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た10

時
30
分
に
大
阪
城

公
園
駅
に
集
合
し
、
青

屋
門
よ
り
い
ざ
梅
林
へ
。

残
念
！
咲
い
て
い
な
い
！

例
年
な
ら
約
千
本
も
の

「
中
咲
き
」
の
梅
が
花

を
咲
か
せ
迎
え
て
く
れ

て
い
た
の
に…

。

売
店
の
周
り
に
は

「
早
咲
き
」
が
結
構
咲

い
て
い
た
が
、
あ
と
は

ポ
ツ
ン
、
ポ
ツ
ン
。

や
む
を
得
ず
「
梅
見
」

を
早
々
に
切
り
上
げ
、

少
し
早
め
の
「
昼
食

」

に
。各

自
持
ち
寄
り
の
料

理
や
飲
み
物
を
分
け
合

う
中
で
話
も
は
ず
み
、

い
つ
の
ま
に
か

予
定

の
時
間
を
１
時
間
近
く

も
超
過
。
13
時
過
ぎ
に

よ
う
や
く
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
も
実

施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

奥
田

久
敏

第
19
回
芸
人
９
条
の
会
（
二
日
に
わ
た
っ
て
）

５
月
３
日
（
土
・
祝
）
12
時
開
場

出
演
・
梅
組

５
日
（
月
・
祝
）
13
時
開
場
出
演
さ
く
ら
組

東
成
区
民
セ
ン
タ
ー

（
有
料
）

第
52
回
中
の
島
ま
つ
り

５
月
３
日
（
土
）
４
日
（
日
）
５
日
（
月
）

10
時
～
16
時

中
之
島
公
園
一
帯

入
場
無
料

雨
天
決
行



２０２５年４月１５日（火曜日） 年金者しんぶん大阪 第４２４号 （８）

昨
年
九
月
下
旬
に
「
侍
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
パ
ー
」
を
見
ま

し
た
。
未
来
社
と
い
う
自
主

制
作
の
会
社
が
東
映
京
都
撮

影
所
の
協
力
の
下
に
制
作
し

ま
し
た
。

当
初
は
一
館
の
予
定
だ
っ

た
の
が
二
百
五
十
二
館
で
上

映
さ
れ
、
二
億
円
の
売
り
上

げ
が
あ
っ
た
事
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
殿
様
に
仕
え
て

い
た
武
士
が
命
令
で
刺
客
と

な
り
、
敵
方
の
武
士
を
討
と

う
と
す
る
が
、
雷
に
打
た
れ

現
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

ま
す
。

そ
こ
は
時
代
劇
の
撮
影
所

で
し
た
。
状
況
が
つ
か
め
ず

右
往
左
往
し
食
べ
る
も
の
も

な
く
、
寺
の
境
内
で
倒
れ
住

職
に
助
け
ら
れ
、
居
候
す
る

中
で
自
分
の
生
き
方
を
模
索

し
ま
す
。

殺
陣
師
を
見
て
弟
子
に
な

り
、
殺
陣
師
を
め
ざ
し
ま
す
。

切
ら
れ
役
に
徹
し
、
仕
事
を

得
て
い
き
ま
す
。

映
画
の
中
で
笑
え
る
場
面

が
い
く
つ
も
あ
り
、
大
き
な

笑
い
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

監
督
が
時
代
劇
の
復
興
を

目
指
し
、
脚
本
、
演
出
も
手

が
け
ら
れ
意
気
込
み
を
感
じ

ま
す
。

時
代
劇
は
、
セ
ッ
ト
、
衣

装
な
ど
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

本
当
に
日
本
の
良
さ
を
教
え

て
く
れ
る
時
代
劇
が
愛
さ
れ

る
こ
と
を
ね
が
い
ま
す
。

吹
田
支
部

伊
敷

和
歌
子

【お知らせ】思い出の映画、文芸作品など、みなさんの投稿を待っています。機関紙部

思
い
出
の
映
画
・
号
泣
し
た
映
画
・
も
う
い
ち
ど
観
た
い
映
画

侍
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
パ
ー

俳

句

み
な
去
に
て
い
よ
よ
一
人
の
寒
椿

岸
和
田
支
部

中
川
美
智
子

春
め
く
か
背
中
の
ぬ
く
も
り
散
歩
道

平
野
支
部

植
田

嗣
代

受
験
生
励
ま
す
よ
う
に
鳥
の
鳴
く

島
本
支
部

山
田
サ
キ
子

ひ
と
と
き
の
詩
興
に
浸
る
春
日
和

寝
屋
川
支
部

藪
木

増
代

断
捨
離
の
出
来
な
い
母
の
春
着
か
な

松
原
支
部

辻
本

益
代

早
春
や
顔
を
汚
し
て
道
祖
神

富
田
林
支
部

見
田

三
郎

去
年
今
年
百
二
の
母
の
笑
み
健
在

堺
北
支
部

坂
本
多
美
子

出
来
ぬ
こ
と
増
え
て
も
笑
顔
春
近
し

高
槻
支
部

山
田
美
智
子

川

柳

古
希
迎
え
九
州
男
児
猫
に
な
る

羽
曳
野
支
部

広
瀬
き
み
丸

賃
上
げ
だ
楽
し
い
日
本
に
す
る
た
め
に

堺
堺
支
部

飛
谷

康
子

中
味
な
く
目
玉
も
無
く
て
券
売
れ
ず

堺
東
支
部

小
林

武

尋
ね
ら
れ
答
出
ぬ
と
き
ゃ
石
破
流

高
槻
支
部

後
藤

悦
子

ア
メ
リ
カ
に
さ
ら
に
軍
拡
約
束
し

寝
屋
川
支
部

寺
中

信
雄

さ
り
げ
な
く
孫
三
歳
で
ジ
ジ
の
ヒ
ザ

吹
田
支
部

上
原

春
人

物
価
高
対
策
ス
ー
パ
ー
閉
店
間
際

平
野
支
部

長
澤

正
俊

桁
ひ
と
つ
ち
が
っ
て
見
え
る
物
価
高

高
石
支
部

西
野

敏
美

短

歌

春
寒
し
高
齢
者
に
ま
で
値
を
つ
け
て
介
護
施
設
に
売

る
業
者
あ
り

高
槻
支
部

吉
村
智
世
子

咳
き
込
み
て
か
り
ん
の
芯
を
煎
ず
れ
ば
夜
半
の
厨
に

香
り
た
だ
よ
う

堺
北
支
部

大
西

孝
子

金
も
な
く
子
も
な
い
八
十
路
の
生
き
る
道
春
を
求
め

て
仲
間
と
共
に

吹
田
支
部

池
添
智
恵
子

一
輪
の
椿
の
絵
部
屋
に
飾
り
終
え
新
年
の
朝
日
さ
す

を
待
つ
な
り

枚
方
支
部

佐
藤

信
子

試
運
転
の
昏
き
電
車
入
り
来
た
り
時
雨
に
濡
る
る
都

会
の
駅
舎

高
石
支
部

大
西

博
美

月
一
度
食
事
を
囲
む
親
子
会
亡
夫
も
入
れ
ね
ば
と
娘

言
う
な
り

河
内
長
野
支
部

駄
場
中
利
栄
子

医
師
五
人
薬
十
六
錠
に
活
か
さ
れ
て
今
朝
は
何
か
ら

始
め
る
べ
き
か

寝
屋
川
支
部

長
野

晃

（
文
芸
欄
は
投
稿
や
各
支
部
発
行
の
機
関
紙
に
掲
載

さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
選
者
：
織
部
巖
）

■

全
日
本
年
金
者
組
合
中
央
本
部
主
催
の
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
３
月
～
４
月
に
発
行
さ
れ
た
定
期
発
行
の
機
関
紙
が
対
象
で
す
。
各
10
部
を
、
４
月
25
日
中
央
本
部
必
着
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。




